英国々際私法における反致理論 (二) by 島本 英夫
英
國
々
際
私
法
に
於
け
る
反
致
理
論
（
二
）
島
本
英
夫
一
、
緒
言
二
、
反
致
の
概
念
三
、
反
致
に
関
す
る
英
国
の
判
例
四
、
反
致
に
関
す
る
英
国
々
際
私
法
学
者
の
見
解
イ
、
反
致
理
論
の
是
非
に
こ
抗
す
る
見
解
（
以
上
既
述
）
ロ
、
英
国
々
際
私
法
が
反
致
理
論
を
是
認
す
る
や
否
や
の
鮎
に
こ
関
す
る
見
解
（
本
所
賄
掲
）
五
、
反
致
せ
英
団
々
際
私
法
（
次
兢
掲
載
の
毀
定
）
ロ
、
英
国
々
際
私
法
が
反
致
理
論
を
是
轟
す
る
や
否
や
の
鮎
に
関
す
る
見
解
l
、
ベ
ー
ト
　
べ
ー
ト
は
英
国
々
際
私
法
は
反
致
理
論
を
否
認
す
ビ
主
張
す
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
諭
接
は
英
国
々
際
私
法
上
の
根
本
原
理
は
反
致
理
論
だ
両
立
す
る
を
得
ざ
る
も
の
た
る
の
み
な
ら
ず
反
致
を
是
認
せ
る
も
の
と
し
て
他
の
単
著
に
よ
・
り
例
静
せ
ら
る
～
判
例
も
翠
に
結
果
の
上
に
於
で
反
致
理
論
と
一
致
す
る
に
こ
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
何
れ
も
他
の
英
国
々
際
私
法
に
於
け
る
反
致
理
論
七
一
商
業
さ
経
済
七
理
由
に
基
〈
も
の
で
あ
る
さ
謂
ふ
に
在
る
。
左
に
此
の
貼
じ
関
す
る
氏
の
主
張
中
γ
今
少
し
く
詳
説
し
て
見
ゃ
う
。
ー
、
英
図
々
際
私
法
上
の
根
本
原
理
さ
反
致
理
論
さ
の
関
係
に
付
て
は
氏
は
次
の
如
〈
筆
を
進
め
て
居
る
。
日
英
国
法
は
反
致
問
題
に
什
て
は
殆
ん
ざ
何
等
の
回
答
を
奥
へ
て
居
な
い
。
英
図
法
が
般
に
反
致
理
論
を
是
認
し
た
さ
も
否
認
し
て
居
る
さ
も
言
ふ
ケ
得
な
い
の
で
あ
る
。
少
数
の
剣
例
に
於
て
は
確
か
に
反
致
理
論
に
有
利
た
る
可
き
剣
決
が
下
3
れ
で
は
居
る
が
之
等
の
剣
決
は
明
に
特
例
的
の
も
の
さ
し
て
の
み
拐
記
き
る
〉
を
得
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
て
回
よ
b
何
等
一
般
的
立
論
の
根
操
た
る
を
得
へ
き
も
の
で
は
な
い
。
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謬
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前
出
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例
l
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ぺ
1
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反
致
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英
図
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例
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同
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・
の
十
二
剣
例
を
列
奉
し
各
之
伝
説
明
し
て
居
る
ー
ー
は
反
致
問
題
に
関
す
る
一
切
の
英
国
剣
例
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
披
れ
ば
英
国
裁
剣
所
は
十
九
世
紀
の
末
に
至
る
ま
で
再
致
問
題
に
付
て
は
相
矛
盾
す
る
剣
決
(
Z。.可ツ
u
]
ロW
を
反
致
理
論
ざ
A合
口
致
す
ぺ
き
怠
義
に
解
し
以
て
方
式
上
遺
言
堂
書
日
を
有
数
税
せ
ん
ざ
す
る
の
態
府
民
を
一
不
し
来
っ
て
居
る
o
値
を
一
昨
倍
す
る
が
活
め
に
は
夏
に
英
図
々
際
私
法
上
の
其
の
他
の
大
多
数
の
剣
例
を
考
慮
併
し
乍
ら
之
等
反
致
理
論
に
迎
合
す
る
剣
例
の
正
確
な
る
債
に
入
る
、
こ
三
を
必
要
ざ
す
る
。
斯
く
な
す
事
に
よ
り
て
の
み
五
口
等
は
反
致
理
論
ご
合
致
す
る
上
惑
の
剣
例
が
草
に
一
般
原
則
に
お
す
る
例
外
的
、
補
充
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
又
は
逆
に
一
般
原
則
を
確
詮
す
る
も
の
で
あ
る
か
診
知
b
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
数
百
年
来
の
質
例
は
反
致
論
者
の
所
論
に
比
し
恐
ら
く
は
非
科
卒
的
な
る
ぺ
き
理
論
の
上
に
英
図
々
際
法
の
組
織
を
築
き
上
ぐ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
潟
め
に
外
観
上
反
致
理
論
争
』
肯
定
せ
る
か
の
如
き
上
述
の
諸
剣
例
も
其
の
真
義
を
検
討
す
る
の
さ
さ
自
ら
其
外
観
的
債
依
を
有
せ
ざ
る
事
佐
知
る
の
で
あ
る
o
(
上
掲
二
O
頁
二
一
一
良
)
更
に
臼
〈
、
英
国
法
は
意
識
的
に
反
致
理
論
会
部
を
受
入
れ
た
る
事
も
な
い
さ
共
に
又
明
に
之
を
担
英
国
々
際
私
法
に
於
げ
ち
反
致
担
論
七
商
業
さ
経
済
七
四
否
し
で
も
居
な
い
。
併
し
乍
ら
筆
者
は
英
図
治
の
根
本
原
理
は
反
致
理
論
を
否
認
す
る
も
の
な
る
事
を
確
信
す
る
云
々
(
上
掲
七
七
頁
)
英
国
々
際
私
法
上
の
根
本
原
理
は
反
致
理
論
争
-
拒
否
す
さ
の
ペ
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ト
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、
の
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な
ら
ヂ
此
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張
は
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の
中
に
も
表
示
さ
れ
て
居
る
が
其
の
論
撲
は
次
の
数
ケ
僚
に
鯨
す
る
様
で
あ
る
。
へ
西
洋
諸
図
は
共
の
領
土
主
権
に
基
き
各
濁
立
の
法
律
組
織
を
有
し
て
居
る
。
此
の
法
律
組
織
は
何
れ
も
他
図
の
法
律
組
織
の
存
在
ど
無
関
係
に
説
明
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
其
の
法
律
が
園
内
法
た
る
性
質
を
有
す
る
は
勿
論
で
あ
る
o
b
、
各
図
の
法
枠
組
織
は
何
れ
も
内
部
治
吉
区
別
せ
ら
る
可
き
図
際
私
治
的
規
定
を
合
有
し
て
居
る
。
此
の
園
際
私
治
的
規
定
は
本
来
各
閣
に
共
通
な
b
さ
信
守
ら
れ
た
る
法
律
組
織
郎
ち
世
界
法
口
口
一
〈
2
ω
μ
二
号
の
一
部
ざ
し
て
各
国
に
認
め
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
従
て
従
前
に
在
b
て
は
各
国
の
図
降
私
法
的
規
定
は
凡
て
同
一
で
あ
っ
た
。
然
る
に
今
日
に
於
て
は
各
閣
は
図
際
膿
議
又
は
九
百
事
者
の
利
害
関
係
争
』
顧
慮
し
て
自
ら
注
律
上
安
営
ご
信
宇
る
所
に
従
ο
任
意
に
之
&
定
む
る
に
至
っ
て
居
る
。
此
の
故
に
現
時
各
国
々
際
私
法
問
に
異
れ
る
規
定
の
存
す
る
は
逝
く
可
ら
ま
る
結
果
で
あ
る
。
c
、
英
国
の
閥
際
私
法
的
規
定
は
英
図
主
擦
が
自
ら
安
蛍
さ
信
子
る
所
に
従
ひ
之
を
定
め
た
る
も
の
な
る
以
上
其
の
適
用
に
際
し
で
は
特
別
の
理
由
な
き
限
り
英
図
さ
立
脚
貼
を
異
に
す
る
事
あ
る
可
き
他
国
の
閤
際
私
法
的
規
定
如
何
訟
顧
慮
す
可
き
理
由
は
な
し、。
準
波
法
の
選
揮
に
付
き
蛍
然
他
闘
の
主
義
を
顧
慮
す
る
は
英
図
主
穫
の
侵
害
を
J
結
果
す
可
き
を
以
て
い
Y
あ
る
J
此
の
故
に
英
図
法
上
他
国
法
に
依
る
可
き
回
日
の
定
ゐ
る
場
合
印
も
外
図
絵
に
詮
致
す
官
官
巳
m
D
]
Z
U
E
P
R
a
z
)
外
図
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国
法
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等
の
語
の
用
ひ
ら
る
、
場
合
に
於
て
は
其
の
所
謂
外
因
泌
さ
は
蛍
該
外
国
の
純
内
部
法
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
其
の
闘
の
図
際
私
法
的
規
定
を
合
ま
な
い
。
d
、
英
図
法
上
他
図
法
へ
の
送
致
は
共
の
他
閣
の
内
部
法
へ
の
設
致
を
意
味
す
さ
の
上
掲
の
断
定
に
謝
し
て
は
剣
例
上
次
の
二
例
外
が
認
め
ら
れ
て
居
る
o
-
1
、
英
図
内
部
法
所
定
の
方
式
に
従
へ
る
遺
品
一
一
回
書
は
仮
令
英
図
々
際
私
治
上
準
践
す
ぺ
き
他
図
の
内
部
法
に
依
れ
ば
無
放
た
る
べ
き
之
さ
と
鉱
業
の
他
困
じ
於
て
之
を
有
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
ろ
反
致
理
論
七
五
商
業
さ
経
涜
七
六
致
さ
認
む
る
限
り
英
図
に
於
て
も
有
殺
さ
認
め
る
o
日
、
英
図
々
際
私
法
の
定
む
る
動
産
相
績
の
準
採
法
図
が
之
を
克
に
第
三
図
注
に
再
致
し
第
三
図
泌
が
此
の
一
再
致
ケ
受
理
す
可
き
さ
き
は
英
図
裁
剣
所
は
蛍
該
事
件
に
付
て
は
右
第
三
園
の
内
部
法
ケ
趨
用
す
べ
き
凶
日
の
剣
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
右
二
種
の
例
外
は
英
図
法
が
他
国
法
上
取
得
せ
ら
れ
た
る
穣
利
を
侵
害
し
て
ま
で
白
図
の
図
際
私
治
的
規
定
守
強
行
せ
ざ
ら
ん
ざ
す
る
の
態
反
を
示
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
之
を
根
挨
ご
し
て
英
図
裁
剣
所
が
反
致
理
論
佐
一
般
的
に
是
認
し
た
る
も
の
さ
な
す
な
得
ぎ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
E
、ぺ
1
ト
は
反
致
理
論
は
英
図
々
際
私
訟
の
根
本
原
理
さ
雨
立
す
る
お
4
得
ぎ
る
も
の
な
る
事
作
-
論
じ
た
る
後
、
反
致
問
題
に
関
す
る
上
拐
十
二
剣
例
に
付
て
大
約
左
の
如
く
説
い
て
居
る
。
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a
、
之
等
の
剣
例
は
一
の
例
外
も
な
く
動
産
の
死
後
相
続
(
吋
O平
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E
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E
R
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)
に
関
す
る
も
の
詐
り
で
あ
っ
て
、
共
の
中
国
一
言
。
Z
及
び
〉
EICJ-云
gω
口
同
の
二
件
は
反
致
理
論
会
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
残
徐
の
十
剣
例
中
F
H
.
0
吋
EF--門
及
び
F
B
』
o
r
g
o
H
H
の
二
件
を
除
き
た
る
入
件
は
凡
て
英
図
治
上
の
方
式
に
作
成
せ
ら
れ
た
る
遺
言
書
の
英
図
に
於
け
る
方
式
的
致
カ
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
其
の
中
七
件
に
於
て
は
係
争
遺
言
書
は
有
数
な
b
さ
剣
決
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
b
、
逸
品
一
白
書
の
方
式
に
関
す
る
右
入
事
件
は
何
れ
も
所
謂
反
致
論
者
の
主
張
さ
合
致
す
る
剣
決
を
包
合
し
て
居
る
が
而
も
之
等
の
事
件
に
於
て
は
裁
剣
官
が
反
致
理
論
む
支
持
せ
る
事
を
想
像
せ
ん
さ
せ
ば
想
像
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
印
ち
p
・0
3白
S
E
-
-
L
の
事
件
を
除
け
ば
之
等
の
剣
例
は
反
致
理
論
な
る
も
の
〉
後
生
以
前
，
の
も
の
詐
り
な
の
で
あ
る
。
c
、
反
致
理
論
さ
合
致
す
る
右
入
事
件
中
昌
弘
Z
2
及
び
H
h
p
Q
。…
κ
の
二
件
は
之
を
度
外
視
し
て
差
支
な
い
。
印
ち
冒
と
g
g
事
件
の
剣
決
は
の
。
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一
一
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吋
ぐ
・
尽
く
お
の
事
件
に
於
け
る
剣
決
に
雷
同
し
た
も
の
で
あ
る
が
本
来
此
の
事
件
は
反
致
問
題
に
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
の
事
件
は
港
一
一
一
一
日
書
を
其
の
方
式
上
無
放
さ
剣
決
せ
ん
よ
り
は
時
に
は
寧
ろ
蛍
事
者
の
又
co?
。HMh
-
利
盆
の
忽
め
に
之
合
有
設
現
す
る
事
あ
り
さ
の
裁
剣
所
の
態
度
ケ
一
不
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
而
も
新
る
解
決
の
不
蛍
な
る
事
は
〉
E
'
Z
T足。
5
5
の
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に
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巧
g
gロ
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明
に
せ
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あ
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事
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に
於
て
(
若
し
土
耳
古
政
府
に
し
て
蛍
事
者
が
外
国
(
英
図
)
の
保
護
民
た
る
の
故
を
以
て
芯
法
上
一
公
法
上
此
の
者
を
其
の
保
護
図
の
治
体
に
従
は
し
む
る
も
の
さ
せ
ば
夫
は
皐
に
此
者
の
図
籍
が
英
国
に
存
す
る
ご
同
一
の
礎
利
を
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
ろ
反
致
理
論
七
七
商
業
さ
経
済
レ
u
入
て奥
は ふ
依、る
然、さ
英、云
の、ふ
住、 lこ
所、過
t也、ぎ
の、な
局、し、
t也、の
法・で
が、ゐ
迫、つ
用、て
き、此
れーの
ね、者
ば、の
な、 j立
ら・言
ぬ、能
ご力
争j 並
示 其
しの
て!lt
居産
る分
の割
でに
あ就
るき。
d
、
右
に
逃
ぷ
る
が
如
く
な
る
を
以
て
遺
言
書
の
方
式
に
関
す
る
上
掲
英
国
剣
例
中
反
致
理
論
を
支
持
せ
る
も
の
さ
な
す
を
得
ぺ
き
も
の
は
結
局
のハ)]一円。円
〈
同
一
〈
hHNM
ma--qo 
〈
-
可
円
2
.
3
国
5
5
0「
〈
・
』
り
5
0
5
M
H
3
の円
o
o
r
o戸
弘
め
ロ
〈
・
司
己
一
。
♂
H
bロ
OZ〈口
{ο
〈・
〉
E
o
-
-
ω
O
D
M
H
H
H
B
p
o
g
t
m
2
z
p
え
の
六
件
で
あ
る
が
其
の
中
国
5
5
2
〈
-
F
B
B
E
S
T
除
き
た
る
他
の
五
件
は
凡
て
同
一
の
事
件
郎
ち
英
図
々
際
、
私
法
上
準
懐
す
べ
き
住
所
地
の
内
部
法
上
の
方
式
に
彼
ら
ぎ
る
遺
言
書
さ
雄
本
図
法
若
く
は
行
怨
地
法
上
の
方
式
規
定
に
従
へ
る
の
故
を
以
て
住
所
地
裁
剣
所
に
於
て
方
式
上
有
致
さ
認
め
ら
る
可
き
限
、
・
9
英
図
に
於
て
も
之
ケ
有
放
さ
認
む
る
旨
を
州
内
示
さ
れ
た
る
も
の
》
み
で
あ
る
。
而
も
斯
の
如
き
剣
例
は
砂
〈
さ
も
動
産
に
付
て
の
遺
言
書
の
方
式
に
関
す
る
英
図
々
際
私
法
規
定
は
任
京
的
、
選
捺
的
の
も
の
な
る
事
を
剣
示
し
た
る
も
の
に
過
ぎ
宇
ご
論
争
J
る
を
得
る
の
で
あ
る
o
之
等
の
事
件
の
大
部
分
が
裁
剣
所
に
繋
一
局
せ
る
時
代
に
於
て
は
動
産
に
閲
す
る
遺
言
書
の
方
式
は
営
事
者
の
住
所
地
法
に
従
ふ
さ
の
原
則
す
ら
未
だ
確
立
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
此
の
事
は
一
入
六
一
年
の
議
舎
に
於
い
て
「
。
三
百
ロ
m包
0
5
M
d
〉
♀
及
び
ロ
0
5一
色
〉
♀
制
定
に
際
し
多
数
の
著
名
な
る
治
律
家
が
新
る
涼
則
の
確
立
に
反
濁
し
た
る
に
徴
し
て
も
明
で
あ
る
。
新
の
如
き
賃
放
な
る
が
故
に
之
等
の
剣
例
を
根
披
ざ
し
て
英
国
裁
剣
所
が
反
致
理
論
を
是
認
せ
る
も
の
換
言
す
れ
ば
英
図
裁
剣
所
は
之
等
の
事
件
に
於
て
他
図
法
に
準
披
す
さ
は
其
の
他
国
の
図
際
私
法
の
定
む
る
所
に
採
る
可
き
の
義
な
b
さ
の
怠
を
表
示
し
た
る
も
の
さ
確
一
一
一
目
す
る
事
は
詐
3
れ
な
い
。
新
る
確
A
一
一
口
を
な
す
が
匁
め
に
は
蛍
然
之
等
の
事
件
に
於
て
係
争
遺
言
者
が
俄
A
7
英
図
治
上
準
捺
す
可
き
他
図
の
内
部
法
上
の
方
式
を
具
ふ
さ
も
其
の
園
の
園
際
私
法
上
準
援
す
可
き
図
の
方
式
を
具
ヘ
ざ
る
限
b
英
固
に
が
、
て
も
之
を
無
数
ご
剣
決
せ
ら
る
可
か
り
し
事
が
立
詮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o
而
も
斯
る
立
設
は
回
よ
b
望
む
可
き
も
な
い
。
e
、
F
B
吋
E
Fユ
は
一
九
O
O
年
の
闘
際
法
亭
舎
に
於
て
せ
る
バ
I
Y
の
提
案
m
W
(商
業
ご
経
済
第
五
年
第
二
冊
六
七
頁
六
入
百
八
奉
昭
一
)
ご
合
致
す
る
剣
決
で
あ
っ
て
郎
も
英
国
裁
剣
所
は
瑞
西
、
仰
蘭
西
ニ
凶
が
共
に
準
披
す
ぺ
し
さ
定
め
た
る
瑞
西
寅
質
法
に
よ
っ
て
剣
決
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
反
致
理
論
提
唱
者
は
英
図
裁
剣
所
は
此
の
事
件
に
於
て
、
英
閣
法
上
準
援
す
べ
き
働
関
西
法
の
定
む
る
所
に
従
ひ
瑞
西
法
を
い
通
用
し
て
剣
決
し
た
る
も
の
な
る
が
故
に
所
謂
再
致
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
さ
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
英
図
々
際
私
法
に
於
げ
あ
反
致
理
論
七
九
商
業
主
経
済
入
O 
併
し
乍
、
ら
本
件
の
法
一
一
一
一
日
者
が
瑞
西
人
に
あ
ら
子
し
て
伎
に
丁
人
で
あ
っ
た
ざ
す
る
な
ら
ば
偽
丁
西
困
問
に
は
偽
瑞
雨
園
間
に
於
け
る
が
如
き
保
約
存
せ
.
さ
る
結
果
ざ
し
て
、
仮
令
偽
蘭
両
図
際
私
法
上
本
件
の
準
波
注
は
遺
A
一
一
三
位
の
本
図
治
郎
ち
丁
抹
法
な
り
さ
は
雌
英
国
裁
剣
所
が
必
宇
丁
抹
寅
受
注
を
適
用
す
可
か
b
し
も
の
さ
は
断
定
す
る
を
得
な
い
。
][ロ円。
吋
E
F
Z
に
於
け
る
再
致
関
係
は
英
閥
裁
剣
所
が
偽
瑞
雨
図
問
の
俊
約
上
並
同
一
事
件
に
付
き
既
に
瑞
西
裁
剣
所
に
於
て
な
さ
れ
た
る
剣
決
に
徴
し
持
田
事
者
が
正
蛍
に
取
得
せ
る
も
の
さ
信
守
ら
る
、
》
既
得
格
に
勤
搭
を
生
や
}
ぎ
ら
し
め
ん
さ
せ
る
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
之
を
枝
挨
ざ
し
て
反
致
理
論
が
英
国
剣
例
上
是
認
せ
ら
る
、
も
の
さ
な
す
含
得
る
も
の
で
は
な
い
。
f
、
H
F
B
』。
r
g
oロ
に
於
て
は
次
の
二
知
が
剣
一
不
さ
れ
て
居
る
。
-
1
、
特
定
事
件
の
準
措
防
法
(
砂
〈
ご
も
動
産
相
続
の
準
協
些
に
付
き
住
所
地
治
主
義
を
採
用
せ
る
図
に
居
住
す
る
者
は
共
の
闘
に
住
所
を
有
す
る
事
な
く
原
始
住
所
宇
佐
保
有
す
日
、
特
定
事
件
の
準
按
治
一
砂
く
さ
も
動
産
相
続
の
準
技
法
)
ざ
し
て
英
図
々
際
私
泌
が
特
定
の
他
図
訟
を
指
定
せ
る
場
合
に
於
て
共
の
図
の
図
際
私
治
が
其
の
図
内
部
法
の
漣
用
を
拒
否
す
る
さ
き
は
蛍
一
該
内
部
法
は
其
の
事
件
に
之
を
、
通
用
す
ぺ
き
に
あ
ら
子
右
の
中
川
W
の
断
定
は
次
の
批
難
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
件
に
於
て
~p 
も
】
。
}
戸
口
ω
O
D
は
バ
1
デ
ン
に
其
の
住
所
を
取
得
せ
る
も
の
ご
な
す
を
得
予
さ
す
る
も
而
も
此
の
者
が
英
国
に
於
け
る
原
始
住
所
を
保
有
す
ご
す
る
が
如
き
は
共
の
死
己
迄
恐
ら
く
は
五
十
年
間
も
英
図
芝
居
住
関
係
を
断
も
居
た
る
質
肢
に
徴
し
到
底
容
認
す
可
ら
5
る
断
定
で
あ
る
。
論
者
或
は
英
国
裁
剣
上
の
格
一
一
一
日
た
え
住
所
な
き
者
存
す
る
を
得
予
」
(
開
〈
o
q
g
g
B
5
こ
5
5
P
仏
O
B
一
色
・
)
さ
の
語
句
を
引
用
し
て
右
無
住
所
設
に
反
劃
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
新
る
格
一
一
一
回
、
は
私
法
関
係
に
付
て
も
図
籍
の
観
念
を
認
む
る
に
至
れ
る
以
前
の
欣
態
に
適
合
す
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
厳
密
に
言
は
い
本
件
ジ
ョ
ン
y
y
は
英
図
人
ご
し
て
取
扱
は
る
ぺ
き
に
は
あ
ら
歩
し
て
無
図
籍
者
さ
し
て
論
性
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
者
で
あ
る
。又
右
仰
の
断
定
に
基
っ
き
本
件
に
於
て
は
結
局
英
圏
内
部
法
が
通
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
英
国
法
l
l
v
バ
1
デ
ン
法
l
l
v
英
国
訟
の
形
に
於
て
所
謂
反
致
関
係
の
成
立
を
見
た
の
で
あ
る
。
本
件
に
英
国
内
部
法
の
泡
用
き
る
K
A
は
正
蛍
で
は
あ
る
が
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
反
致
理
論
な
る
も
の
は
所
認
の
一
円
2
-
5
一D
R
E
g
E
U
に
陥
る
可
さ
の
み
な
ら
や
J
亦
英
国
主
権
の
弛
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
(
商
業
さ
経
済
第
五
年
第
二
冊
入
一
頁
入
二
頁
多
照
)
到
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
あ
反
致
理
論
λ 
商
業
主
経
済
入
底
之
を
用
ふ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
故
に
本
件
の
剣
決
は
所
謂
反
致
理
論
是
認
の
結
果
に
は
あ
ら
子
し
て
次
の
如
き
理
由
に
基
因
す
る
も
の
ぜ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
gp 
ち
特
定
の
場
合
に
蛍
事
者
の
住
所
地
法
を
趨
用
す
べ
し
さ
す
る
英
図
々
際
私
法
上
の
規
定
は
住
所
が
世
界
一
般
に
麗
人
件
ほ
の
標
準
三
認
め
ら
れ
た
る
時
代
に
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
。
従
て
現
時
に
於
け
る
が
如
く
闘
籍
が
住
所
さ
等
し
く
麗
人
法
決
定
の
標
準
芯
認
め
ら
る
〉
に
至
つ
て
は
右
の
規
定
は
蛍
然
説
法
更
を
受
け
、
特
定
の
場
合
に
は
蛍
事
者
の
底
入
港
を
漣
用
す
べ
く
、
而
も
麗
人
法
た
る
べ
き
も
の
は
選
探
的
に
第
一
次
に
は
蛍
事
者
の
住
所
地
法
、
第
二
次
に
は
蛍
事
者
の
本
因
法
た
り
さ
の
義
に
之
を
解
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
右
愛
夏
せ
ら
れ
た
る
規
定
を
英
図
に
在
る
勤
産
の
死
後
相
績
問
題
に
適
用
せ
ば
次
の
如
き
結
果
ご
な
ゐ
。
住
所
地
た
る
英
国
に
於
て
死
巳
せ
る
者
の
相
続
関
係
は
其
の
者
の
図
籍
如
何
に
関
せ
子
、
上
越
第
一
次
の
属
人
法
印
ち
英
国
治
に
披
る
ぺ
く
、
住
所
地
た
る
丁
抹
に
於
て
死
C
せ
る
偽
関
西
人
の
相
績
関
係
も
亦
第
一
次
の
属
人
法
た
る
丁
抹
法
に
披
る
可
き
で
あ
る
。
後
の
場
人
口
に
於
て
丁
抹
法
の
通
用
を
見
る
は
同
図
法
が
住
所
地
注
ぎ
し
て
の
同
法
へ
の
詮
致
。
ぜ
受
理
す
ぺ
き
が
故
で
ゐ
る
。
然
る
に
山
町
田
初
英
図
に
住
所
を
有
し
死
C
の
官
時
に
は
働
関
西
に
住
所
を
有
せ
る
英
図
人
に
付
て
は
其
の
動
産
相
続
関
係
は
英
国
治
に
よ
り
て
解
決
3
る
可
き
で
あ
る
。
蓋
し
此
の
場
合
に
於
て
は
本
件
に
遁
用
さ
れ
ん
事
を
要
求
す
る
住
所
地
法
な
る
も
の
存
せ
玄
る
が
故
じ
第
二
次
の
麗
人
法
を
遁
用
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
結
果
よ
り
せ
ば
此
の
場
合
は
所
謂
反
致
理
論
三
同
一
さ
な
る
誇
で
は
あ
る
が
反
致
理
論
に
比
し
科
卒
的
な
る
理
論
の
上
に
立
つ
も
の
な
の
で
あ
る
0
)
然
ら
ば
丁
抹
人
若
く
は
マ
Y
タ
島
に
原
始
住
所
を
有
し
た
る
英
図
人
に
し
て
死
む
の
蛍
時
偽
蘭
西
若
〈
は
バ
I
J
ア
シ
に
住
所
を
有
す
る
時
は
其
の
英
国
に
遺
し
た
る
勤
産
相
続
に
付
て
は
何
れ
の
注
律
を
適
用
す
可
き
も
此
の
場
合
に
在
り
で
は
之
に
濁
す
る
適
用
を
主
張
す
る
麗
人
法
存
せ
ゴ
る
結
の
な
る
や
。
来
ご
し
て
或
は
法
廷
地
治
ご
し
て
或
は
物
の
所
在
地
注
ざ
し
て
の
英
図
訟
を
趨
用
す
る
の
d
T
キ由
F
ふ
、
。
，h〆
y
h
7
し
H
H
H
B
』
o
E
5
0
ロ
に
於
け
る
が
如
き
無
図
籍
者
の
問
題
に
付
て
は
之
さ
同
様
の
解
決
訟
な
す
可
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
要
之
ぺ
1
ト
は
反
致
理
論
な
る
も
の
は
根
本
的
に
英
図
々
際
私
法
の
本
質
さ
抵
飽
す
る
の
み
な
ら
子
、
反
致
理
論
を
肯
定
せ
る
も
の
ご
唱
へ
ら
る
〉
剣
例
は
何
れ
も
動
産
の
死
後
相
総
な
る
図
際
私
治
上
の
一
部
局
的
問
題
に
闘
し
、
而
も
之
等
の
剣
例
三
雄
凡
て
其
の
結
果
に
於
て
偶
然
反
致
迎
論
三
合
致
す
る
に
止
ま
b
或
は
反
致
理
論
提
唱
前
に
な
さ
れ
た
る
剣
決
英
図
々
際
忍
訟
に
於
げ
あ
反
致
理
論
入
商
業
主
経
済
入
四
に
あ
ら
ざ
れ
ば
反
致
理
論
さ
異
れ
る
理
由
に
基
き
下
さ
れ
た
る
剣
決
の
み
で
あ
る
従
て
之
等
の
剣
例
存
す
る
の
放
を
以
て
英
図
裁
剣
上
反
致
理
論
が
是
認
せ
ら
る
さ
な
す
は
徐
り
に
牽
強
附
舎
に
過
ぐ
さ
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
2
、
ダ
イ
ジ
l
ダ
イ
M
J
1
は
渉
外
的
私
治
関
係
に
劃
す
る
英
図
の
剣
例
は
反
致
理
論
争
-
目
疋
認
し
て
居
る
さ
な
す
の
で
あ
っ
て
其
の
諭
撲
を
要
約
す
れ
ば
次
の
遮
b
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
I
、
英
国
々
際
私
治
上
用
ひ
ら
る
〉
特
定
図
の
法
律
(
H
h
J〈
え
p
m円
〈
g
のO
Z
E
守
)
な
る
語
に
こ
義
が
あ
る
。
一
は
蛍
該
特
定
図
裁
剣
所
の
通
用
す
べ
き
凡
て
の
法
規
(
開
5
q
E
F
g伊
丹
包
ξ
F
o
の
g
号
。
「
与
え
8
5
3、
・
)
を
意
味
し
其
の
法
規
が
所
謂
領
土
法
若
く
は
底
地
法
(
h
h
H
b
gで
よ
ー
さ
え
円
。
ετ
]
ロ
巧
)
た
る
さ
適
用
法
選
揮
の
治
規
(
河
口
]g
雪
5
0
各
氏
。
。
。
ご
さ
・
)
た
る
ご
又
蛍
該
特
定
図
J
の
治
律
た
る
さ
否
ご
を
問
は
，
さ
る
も
の
で
あ
b
。
他
は
蛍
該
特
定
図
裁
剣
所
の
適
用
す
べ
き
法
規
中
英
の
園
の
底
地
法
の
み
を
指
稀
す
る
に
用
ひ
ら
る
〉
も
の
で
あ
る
。
局
地
泌
さ
は
一
闘
の
領
土
内
に
於
て
其
の
図
民
間
に
成
立
す
る
法
律
行
忽
換
言
す
れ
ば
渉
外
的
分
子
を
包
合
せ
ぎ
る
事
件
に
活
用
す
ぺ
く
定
め
ら
れ
た
る
漆
規
の
義
で
あ
る
。
(
口
一
の
の
討
の
O
口出一旦
O
「
H
h
5
u
ω
「与の
L
・
H4・
0
伶
∞
0
・)
E
、
上
述
せ
る
特
定
閣
の
法
律
の
ニ
義
は
次
の
如
く
使
ひ
分
け
ら
れ
て
居
る
印
も
特
定
園
の
法
律
が
英
国
法
な
る
さ
き
は
英
国
の
一
属
地
法
を
意
味
し
、
外
図
法
な
る
芯
き
は
(
法
廷
地
法
た
る
場
合
を
除
き
)
其
の
外
園
裁
剣
所
の
遁
用
す
べ
き
凡
て
の
法
規
換
言
す
れ
ば
其
の
如
何
な
る
種
類
の
法
規
た
る
や
そ
論
性
十
右
裁
剣
所
が
砂
田
該
事
件
に
遁
用
す
ぺ
き
者
の
港
せ
る
動
産
の
ヰ日
績
は
葉、
の、 f列
者、を
の、以
死、て
己、之
時、を
に、設
於、明
け、せ
る、 u:
住、英
所、園
地、々
法、際
tこ私
依、法
る 上
の無
で港
あ言
る死
がむ
法
規
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
今
英
国
に
遺
せ
る
動
産
の
底
分
に
付
き
何
等
遺
言
す
る
こ
芯
な
く
死
己
せ
る
偽
園
人
あ
る
場
合
に
於
て
、
利
若
し
其
の
者
の
死
巳
時
に
於
け
る
住
所
地
が
英
図
で
あ
b
従
て
死
己
時
に
於
け
る
住
所
地
法
が
英
国
法
な
る
さ
き
は
右
に
所
謁
死
己
時
に
於
け
る
住
所
地
法
之
は
英
図
の
属
地
法
ケ
指
し
其
の
勃
産
相
緩
問
題
は
英
図
遺
産
分
配
注
3
Z
E
R
O『
口
一
位
門
戸
σ口
氏
o
p
)
の
定
む
る
所
に
依
る
可
き
事
さ
な
b
、mw
若
し
叉
蛍
事
者
の
死
己
時
に
於
け
る
住
所
地
が
外
国
例
之
伊
太
利
で
あ
っ
た
さ
す
る
な
ら
ば
右
に
所
謂
死
己
時
に
於
り
る
住
所
地
法
定
は
、
法
規
の
種
類
如
何
ヶ
問
は
や
J
伊
太
利
裁
剣
所
が
(
若
し
剣
決
を
下
す
ぺ
き
も
の
さ
せ
ば
)
此
の
事
件
に
趨
用
す
可
き
法
規
を
意
味
す
る
。
而
し
て
伊
太
利
閤
際
私
法
は
相
続
問
題
に
付
き
で
は
其
動
産
、
不
動
産
の
別
な
く
死
者
の
本
図
法
に
依
る
可
き
も
の
ご
定
む
る
が
故
に
、
伊
太
刺
裁
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
あ
反
致
理
論
八
五
商
業
さ
経
持
八
六
剣
所
が
本
件
に
通
用
す
ぺ
き
注
規
は
結
局
偽
関
西
の
局
地
法
で
あ
る
。
此
の
故
に
事
件
の
繋
属
せ
る
英
図
裁
剣
所
は
本
件
に
付
き
で
は
偽
図
の
局
地
誌
の
定
む
る
所
に
従
ひ
剣
決
す
ぺ
き
こ
さ
〉
な
る
の
で
あ
る
。
(
上
掲
七
九
頁
乃
至
入
一
頁
)
特
定
図
の
注
律
が
外
因
治
た
る
ぺ
き
さ
き
は
共
の
外
図
裁
剣
所
が
(
若
し
剣
決
を
下
す
ぺ
き
も
の
ご
せ
ば
)
蛍
該
事
件
に
適
用
す
ぺ
き
法
規
を
意
味
す
ご
は
他
の
皐
者
例
之
ク
エ
只
ト
ν
I
キ
が
「
英
図
裁
・
剣
所
に
し
て
他
図
法
に
基
き
剣
決
す
べ
き
さ
き
は
其
の
他
図
の
一
切
の
法
律
(
巧
r
o
F
F毛
色
岳
山
門
の
O
E
M
S
-
)
従
て
又
其
の
図
の
図
際
私
治
的
規
定
を
も
顧
慮
す
ぺ
告
な
り
」
さ
設
け
る
さ
同
趣
旨
で
あ
る
。
英
図
剣
例
上
品
伊
あ
跡
ω
b
A伊
の
意
義
に
付
き
、
若
し
其
の
特
定
図
が
外
図
な
る
場
合
に
於
(
上
掲
七
七
一
頁
)
て
は
其
の
外
因
裁
剣
所
が
蛍
一
政
事
件
に
通
用
す
ぺ
き
法
規
を
意
味
す
る
も
の
な
る
所
以
を
立
詮
せ
ば
左
の
遁
で
ゐ
る
。
(
上
掲
七
一
二
一
員
乃
至
七
一
五
頁
、
七
七
二
頁
乃
至
七
七
六
頁
七
七
九
頁
七
入
O
頁
)
a、
(
け
o
E
O「
〈
-
E
g
N
(同∞
h
H
H
)
w
云
と
g
a
〈
・
云
ω一
宮
出
(
同
∞
h
F
t
w
司
H
・0
「
の
く
・
司「
O
H
・ο
(
同
m
w
h
H
U
1
)
w
ロ
5
5
2
ぐ
可
505mwロ
(
同
∞
ミ
)
w
の
同
.
。
。
}
自
口
弘
O
D
く
・
司
z一}
q
(
H
∞M
m
v
)
w
。
H
】
己
。
ョ
ロ
ロ
仏
〉
一
-PE一の
〈
-
の
ロ
ロ
ロ
O
ロ
(
H
∞
α同
)
u
円、
P
3
2〈
一
一
]
の
〈
・
〉
ロ
仏
2.ω
。
ロ
(
同
∞
。
。
)
u
同口同・
0
出
3
ヨ
γωDAE--仏
(同∞
U
h
H
)
W
]
{
ロ
の
O
O
L
ω
。「
H
b
Q
O
一X
(
同∞勺勺
)
M
]
[
ロ
円
。
叶
E
F
Z
(
同∞
可
)
u
E
B
O
C
R
E
F
-丘
冨
2.8ロ
丘
一
の
貯
〉
向
。
一
回
の
て
の
。
・
(
円
∞
m
v
N
)
?
〉コロ一
g
m
o
〈
・
〉
口
。
g
q
sの
g
q
p
-
(
岡
市
Uoα)
の
諸
剣
例
に
徴
す
れ
ば
英
国
裁
剣
所
は
一
般
に
外
図
法
律
な
る
語
を
以
て
其
の
図
の
一
切
の
法
律
+
伊
7
指
示
す
る
も
の
ご
解
し
て
居
る
。
此
の
断
定
守
支
持
す
る
上
掲
の
諸
剣
例
中
に
は
議
論
の
偽
跡
地
ゐ
る
も
の
存
す
ぺ
し
さ
雄
而
も
其
の
一
般
的
傾
向
は
之
を
疑
ふ
ぺ
く
も
な
い
。
ム
ー
の
o-
一
円
。
「
〈
・
尽
く
山
N
の
事
件
に
於
け
る
∞
町
田
-
Y
H
g
q
の
剣
決
文
に
就
き
て
之
を
観
る
に
、
或
は
(
本
裁
剣
所
は
恰
も
白
耳
義
裁
剣
所
た
る
が
如
く
剣
決
す
」
F
R
己
お
の
CC円
二
2
E
g
一
円
忠
一
円
4
0
Z
E
日『
ω
一=
z
m
山口出。
]
m
E
B・3
)
さ
言
ひ
(
N
Qぇ
・
ヵ
・
ま
い
)
或
は
(
蛍
裁
剣
所
は
之
を
白
耳
義
に
於
て
開
廷
せ
る
も
の
さ
看
倣
さ
い
Y
る
可
ら
宇
」
(
J
z
n
oロ『ご一円円山口
m
Z円。円。
ι
o
g
E
B
P
M
B
E
g
-
5一色。二
5
一「
ω
一同氏口向山口出。一四日
EHyuu)
さ
迷
ぺ
て
居
る
。
(HEpu
宅
・
∞
志
、
∞
u
u・)
右
の
文
言
は
寅
に
渉
外
的
私
漆
関
係
の
準
披
法
ざ
し
て
英
図
々
際
私
法
の
指
示
す
る
外
図
法
律
ご
は
其
の
図
の
一
切
の
決
律
を
意
味
す
る
も
の
な
b
さ
の
英
図
裁
剣
所
の
見
解
を
如
買
に
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
英
図
裁
剣
所
に
し
て
本
件
郎
ち
死
己
の
時
に
於
て
白
耳
義
に
住
所
を
有
し
た
る
英
図
人
の
作
成
せ
る
泣
言
書
の
殺
カ
を
決
定
す
る
じ
皆
、
り
白
耳
義
裁
剣
所
の
な
す
が
如
く
剣
決
せ
ん
さ
せ
ば
蛍
然
白
耳
義
の
一
切
の
法
律
従
て
叉
白
耳
義
国
際
私
英
国
々
際
私
法
に
於
げ
あ
瓦
致
理
論
八
七
商
業
主
経
…
沼
八
八
法
々
規
の
指
示
す
る
所
に
従
ふ
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
般
に
本
件
を
白
耳
義
裁
剣
所
が
取
扱
ふ
ぺ
き
も
の
さ
せ
ば
其
の
遺
言
書
の
有
致
無
数
は
白
耳
義
底
地
法
に
よ
ら
や
J
英
国
局
地
法
の
定
む
る
所
に
依
る
ぺ
き
に
拘
ら
子
英
図
裁
剣
所
が
其
の
有
数
無
殺
を
偏
に
白
耳
義
麗
地
法
に
依
b
て
決
定
せ
ん
さ
す
る
が
如
き
こ
さ
あ
ら
ば
夫
は
所
謂
白
耳
義
裁
剣
所
の
な
す
が
如
〈
剣
決
す
る
も
の
に
あ
る
。
さ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
H
D
の
0
0
仕
え
H
h
q
。
庁
内
に
於
て
も
∞
一
円
』
・
出
g
D
O
P
の
剣
決
の
基
礎
は
一
入
六
一
年
制
定
遺
言
法
(
F
2仏
関
宮
内
仏
仏
ogJ
〉
の
門
)
に
所
謂
(
遺
品
一
一
回
・
書
作
成
地
の
法
律
」
を
以
て
(
遺
言
書
作
成
地
の
裁
剣
所
が
特
定
の
事
件
に
趨
用
す
ぺ
き
治
体
)
を
指
す
も
の
さ
解
し
た
る
に
在
っ
た
。
H
P
R
己・え
0
2
の
事
件
は
遺
言
法
に
無
関
係
で
は
あ
っ
た
が
亦
前
阪
の
原
則
を
例
示
す
も
の
で
あ
る
。
出
訴
せ
る
蛍
事
者
の
請
求
は
既
に
遺
言
者
の
住
所
地
治
上
裁
剣
擦
を
有
す
る
裁
剣
所
に
出
本
件
に
於
て
包
「
]
一
口
問
剣
事
は
剣
示
し
て
臼
く
(ω
。同-
U・勺
-Ars-本
裁
剣
所
に
訴
さ
れ
共
の
剣
決
を
受
け
た
る
も
の
な
り
。
・
:
:
:
:
余
は
此
の
剣
決
に
拘
束
を
受
く
す
。
則
ち
本
件
に
於
て
五
日
人
の
主
張
す
る
原
則
は
全
然
容
認
せ
ら
れ
た
る
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
英
国
裁
剣
所
が
英
国
に
泣
さ
れ
た
る
死
者
の
勤
産
を
其
の
住
所
地
活
た
る
偽
蘭
西
訟
に
依
h
J
分
配
せ
ん
ご
す
る
に
蛍
b
、
偽
関
西
注
は
之
を
瑞
西
訟
の
定
む
る
所
に
従
ひ
分
配
す
ぺ
き
も
の
さ
な
す
が
故
に
蛍
該
英
図
裁
剣
官
は
死
者
の
勤
産
は
働
関
西
属
地
法
に
依
ら
十
偽
蘭
西
裁
剣
所
が
蛍
該
事
件
に
泡
用
す
べ
き
法
律
換
言
す
れ
ば
偽
蘭
西
の
一
切
の
訟
倖
の
指
示
す
る
所
に
従
ひ
分
配
す
ぺ
き
も
の
さ
認
め
瑞
西
法
の
定
む
る
所
に
従
ひ
分
配
す
べ
き
も
の
ご
決
定
し
た
の
で
あ
る
o
而
し
て
此
の
E
B
叶
E
F
R
の
剣
例
こ
そ
は
反
致
(
H
w
g
g日
)
な
る
語
が
狭
義
の
反
致
(
問
。
号
。
一
2
H
W
O
B
F
E・
)
ご
再
致
(Hwg〈
O…
。
門
叶
5
5
5一包
o
p
)
の
二
者
を
包
合
す
る
こ
ご
を
明
に
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
H
C
5
0山
一
か
其
の
何
れ
の
意
義
に
用
ひ
ら
る
〉
や
ぞ
問
は
子
英
図
裁
剣
所
の
目
的
は
英
図
漆
の
送
致
す
る
相
手
図
裁
剣
所
が
蛍
該
事
件
に
遁
用
す
ぺ
き
法
律
令
』
趨
用
せ
ん
さ
す
る
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
b
、
上
惑
の
諸
剣
例
が
法
の
選
捧
問
題
よ
り
は
寧
ろ
管
轄
問
題
に
関
す
る
も
の
な
る
事
は
注
目
に
値
す
る
。
英
図
裁
剣
所
が
反
致
理
論
争
』
認
な
る
は
裁
剣
擦
に
付
き
英
国
裁
剣
所
の
採
用
せ
る
主
義
さ
密
接
な
る
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
印
も
特
定
図
例
之
伊
太
利
の
裁
剣
所
が
裁
剣
を
な
す
ぺ
き
ご
ち
は
伊
太
利
裁
剣
所
の
な
す
ぺ
き
さ
同
一
裁
剣
所
が
第
一
次
裁
剣
格
(
E
s
p
q
yュω島
の
民
0
3
)
を
有
す
べ
き
事
件
に
付
き
他
図
例
之
英
図
の
の
剣
決
を
下
さ
い
る
可
ら
古
る
は
殆
ん
さ
蛍
然
の
事
理
に
屈
し
、
而
も
英
図
裁
剣
所
に
し
て
伊
太
利
裁
剣
所
<: 
同
の
剣
決
を
な
す
が
絡
め
じ
は
伊
太
利
の
一
切
の
法
律
従
て
亦
伊
太
利
の
図
際
私
法
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
致
理
論
八
九
商
業
主
経
済
九
O 
的
規
定
を
も
顧
慮
す
る
守
要
す
る
の
結
果
さ
な
る
の
で
あ
る
3
c
、
問
題
ゃ
ん
山
の
方
面
よ
り
観
察
し
、
死
巳
の
営
時
外
図
例
之
伊
太
利
に
住
所
を
有
し
た
る
者
が
英
闘
に
遺
し
た
る
動
産
の
分
配
手
続
ざ
し
て
英
国
法
上
認
め
ら
る
、
二
方
法
l
一
は
直
接
英
国
裁
剣
所
に
よ
り
で
な
さ
る
、
方
法
で
あ
り
他
は
遺
産
底
分
者
に
よ
り
て
行
は
る
、
も
の
で
あ
る
o
ー
ー
に
就
き
て
湖
る
も
上
述
せ
る
所
さ
同
の
結
果
に
到
達
す
る
の
で
あ
-
る
υ
印
ち
斯
る
場
合
に
於
て
は
裁
剣
所
は
或
は
分
配
の
目
的
物
た
る
遺
産
(
円
ro
P
E
E
E
L
o
-
-
O弘己
zo)
を
死
者
の
住
所
地
法
上
の
泣
産
底
分
者
(
己
討
ち
8
5
7・G
5
8
E江
戸
、
。
。
「
子
。
己。
omgo弘
己
主
の
「
円
r
o
F者
。
ご
阿
佐
念
日
一
色
)
に
交
付
し
此
の
者
を
し
て
受
盆
者
間
に
右
遺
産
の
分
配
手
績
を
な
さ
し
む
る
を
得
ぺ
く
、
又
或
は
裁
剣
所
自
ら
死
者
の
住
所
地
注
上
何
入
社
一
す
が
遺
産
相
続
者
た
る
べ
き
ゃ
を
決
定
し
之
等
の
者
に
右
遺
産
を
分
配
す
る
事
も
出
来
る
o
以
上
の
二
方
法
中
何
れ
に
依
る
さ
を
問
は
争
裁
剣
所
の
目
的
ざ
す
る
所
は
遺
産
は
之
を
死
者
の
住
所
地
法
の
定
む
る
所
に
従
ひ
分
配
せ
ん
ご
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
。
死
者
の
住
所
地
法
上
遺
産
底
分
者
た
る
可
き
者
を
し
て
分
配
手
続
ぞ
行
は
し
な
る
さ
き
は
此
の
底
分
者
が
伊
太
利
裁
剣
所
の
適
用
す
べ
き
さ
同
一
の
法
律
に
基
き
換
言
す
れ
ば
伊
太
利
の
一
切
の
治
律
の
指
示
す
る
所
じ
従
ひ
分
配
す
ぺ
き
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
又
英
図
裁
剣
所
が
自
ら
遺
産
の
分
配
手
続
を
行
ふ
場
合
に
於
て
は
英
国
裁
剣
所
は
伊
太
利
法
上
遺
産
底
分
者
た
る
可
注
者
が
之
を
な
す
さ
同
一
の
方
法
に
よ
り
之
を
分
配
せ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
に
も
伊
太
利
の
一
切
の
法
律
従
て
叉
伊
太
利
の
図
際
私
法
的
規
定
の
指
示
す
る
所
に
従
っ
て
分
配
す
る
を
要
す
る
誇
で
あ
る
o
d
、
上
過
吾
人
の
見
解
の
正
営
な
る
事
は
英
図
裁
剣
所
が
動
産
相
続
に
付
き
死
者
の
住
所
地
裁
剣
所
の
な
し
た
る
剣
決
に
拘
束
さ
る
可
き
旨
ケ
剣
示
し
た
る
事
貫
(
H
H
H
B
叶
E
F
ユ
同∞
勺
J
U
O
(
い
F
H
)
・
勺
・
。
0
0
山口
o
m
一一
o口
一
く
・
(
リ
ユ
若
山
口
同
∞
。
o
w
y
H
W
・
H
E
-
F
・℃・
ωOH)
の
立
詮
し
明
に
す
る
所
で
あ
る
。
ヘ
相
続
の
準
・
挨
訟
に
付
き
一
被
相
続
人
の
住
所
地
法
主
義
を
採
用
せ
る
園
の
人
民
が
被
相
続
人
の
本
図
法
主
義
を
採
用
せ
る
図
に
住
所
を
有
し
其
の
遺
産
の
底
分
に
付
き
何
等
遺
言
す
る
こ
さ
な
く
死
己
せ
る
場
合
に
於
て
、
其
の
本
因
の
私
法
が
数
個
の
陸
系
に
分
る
.
d
k
h
さ
き
は
上
越
せ
る
理
論
は
錯
雑
を
来
す
ぺ
し
。
H
H
H
B
』
o
r
5
0ロ
の
剣
決
に
援
隊
不
徹
底
の
勅
あ
る
は
之
が
忽
め
で
あ
る
。
此
の
事
件
に
於
て
3
2
0口
一
測
事
は
系
争
遺
産
は
マ
Y
タ
法
に
従
ひ
分
配
さ
る
可
き
旨
宇
佐
剣
決
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
件
に
於
て
は
め
バ
l
デ
シ
法
は
遺
産
を
死
者
の
本
因
法
に
従
ひ
分
配
す
べ
き
こ
ピ
ケ
要
求
し
例
其
の
本
図
法
さ
は
凡
て
の
英
図
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
あ
反
致
担
論
九
商
業
さ
経
抑
制
九
人
の
本
図
漆
た
る
ぺ
き
英
本
因
泌
を
怠
味
し
側
英
本
国
法
は
本
件
の
準
位
協
法
ご
し
て
英
帝
図
に
於
け
る
私
法
の
一
部
た
る
マ
Y
タ
法
を
指
定
し
た
る
も
の
で
あ
る
ご
の
理
由
に
よ
り
本
件
の
剣
決
は
上
過
の
理
論
ご
合
致
す
る
も
の
ぜ
な
す
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
本
剣
決
は
次
の
見
解
印
ち
バ
1
デ
y
の
住
所
は
バ
I
Jア
シ
治
上
本
件
遺
産
分
配
に
何
等
の
影
響
を
奥
へ
ぎ
る
が
故
に
之
を
住
所
ご
認
む
可
か
ら
十
死
者
は
マ
Y
タ
島
に
於
け
・
る
原
始
住
所
を
保
有
せ
る
も
の
で
あ
る
さ
の
見
解
を
指
示
せ
る
も
の
ご
も
見
る
こ
芯
が
出
家
る
の
で
あ
る
。
此
の
見
解
は
F
B
出。
5ω
の
剣
決
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
従
前
の
英
図
剣
例
ご
封
昭
一
す
る
芯
き
は
此
の
見
解
が
英
図
裁
剣
所
の
態
民
を
示
す
も
の
ざ
し
て
趨
蛍
な
り
や
否
や
は
疑
は
し
い
。
、
、
、
、
、
、
園
、
特
定
図
佼
法
律
の
意
義
に
閲
す
る
上
述
E
の
用
例
は
右
法
律
が
法
廷
地
法
た
る
場
合
を
除
く
凡
て
の
場
合
印
ち
例
之
其
特
定
図
泌
が
蛍
事
者
の
住
所
地
法
F
R
己
O
B一
色
町
物
の
所
在
地
漆
戸
O
M
向
島
5
契
約
地
法
門
O
M
n
}
O
止
の
O
ロ
5
0
Z
ω
た
る
さ
賂
た
履
行
地
漆
戸
こ
ぎ
の
ご
o
z
z
o口
一
ω
た
る
さ
を
問
は
や
J
適
用
さ
れ
る
ο
一
九
O
三
年
三
月
一
九
日
出
回
・
5
一
三
剣
事
に
よ
b
て
剣
決
さ
れ
た
る
F
B
F
E
g
は
物
の
所
在
地
法
さ
は
其
の
所
在
地
法
が
外
国
な
る
場
合
に
於
て
は
主
(
園
裁
剣
所
が
営
該
事
件
に
趨
用
す
ぺ
き
法
律
の
義
な
b
さ
す
る
上
拐
の
理
論
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
本
件
は
一
英
図
人
が
挨
及
に
有
せ
し
土
地
の
遺
贈
の
殺
カ
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
斯
る
遺
熔
は
挨
及
の
属
地
法
に
従
ふ
可
き
も
の
さ
せ
ば
無
設
で
あ
り
英
閣
の
一
底
地
法
に
擦
れ
ば
有
放
た
る
可
き
で
あ
っ
た
。
遺
言
執
行
者
は
其
の
土
地
を
一
高
六
千
-
傍
に
て
頁
却
し
之
を
某
英
図
銀
行
に
預
金
し
た
の
で
あ
る
が
責
却
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
相
続
格
者
が
右
預
金
の
捺
利
者
た
る
可
き
の
賠
に
付
い
て
は
何
人
も
異
論
が
な
か
っ
た
。
而
し
て
挨
及
民
漆
第
七
七
俊
第
七
入
僚
の
定
む
る
所
に
よ
れ
ば
土
地
の
相
績
は
被
相
緩
人
の
本
園
法
に
従
ふ
可
き
で
あ
る
が
而
も
挨
及
裁
剣
所
は
斯
る
事
件
じ
就
き
で
は
右
民
治
の
通
用
ご
し
て
英
図
属
地
法
の
定
む
る
所
に
擦
り
剣
決
す
可
き
事
が
立
詮
せ
ら
れ
た
る
結
果
本
件
の
遺
熔
は
有
放
な
り
さ
剣
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
特
定
闘
の
法
律
が
法
廷
地
法
C
M
F
ュ
た
る
場
合
じ
於
て
は
常
に
其
の
裁
剣
所
々
属
図
の
一
属
地
法
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
俄
令
其
の
闘
が
外
図
な
る
場
合
に
於
て
も
其
の
図
の
裁
剣
所
の
適
用
す
べ
き
凡
て
の
法
規
を
意
味
せ
な
い
の
で
あ
る
。
(
上
拐
入
二
頁
五
五
二
頁
七
入
一
頁
)
、
、
、
、
、
、
園
、
特
定
図
の
治
律
の
意
義
じ
付
き
上
越
せ
る
所
は
相
続
以
外
の
問
題
例
之
離
婚
の
致
カ
に
付
て
も
通
用
さ
れ
て
居
る
。
〉コロ一
g
m
o
F
〉
Ro--
口々
OPE-p-
に
於
て
英
図
離
婚
裁
剣
所
は
英
図
々
際
私
法
に
於
げ
ろ
瓦
致
担
論
九
商
業
主
》
経
口
出
九
四
英
図
々
際
私
治
上
本
件
の
準
按
法
た
る
ぺ
き
紐
育
法
(
持
田
事
者
の
住
所
地
き
を
最
も
庚
義
に
解
し
(
静
岡
事
者
が
其
の
非
住
所
地
た
る
南
ダ
コ
タ
州
の
裁
剣
所
に
於
て
受
け
た
る
離
婚
剣
決
が
紐
育
裁
剣
所
に
於
て
有
殺
さ
認
め
ら
る
ぺ
き
事
立
詮
さ
れ
た
る
が
放
に
)
自
己
は
恰
も
紐
育
裁
剣
所
た
る
が
如
く
行
動
す
べ
き
も
の
さ
し
南
グ
コ
タ
州
裁
剣
所
の
離
婚
剣
決
は
英
図
に
於
て
も
有
殺
な
り
さ
剣
決
し
た
の
で
あ
る
。
(
上
拐
七
入
O
頁
七
入
一
頁
)
、.、、、旬、、
v.上
越
の
如
〈
英
図
裁
剣
所
が
英
図
々
際
私
法
の
指
示
す
る
特
定
図
の
注
律
の
意
義
に
付
、
、
、
、
、
.
、
、
、
き
裳
の
特
定
闘
が
外
因
な
る
場
合
に
於
て
は
之
を
以
て
右
特
定
外
因
裁
剣
所
が
(
若
し
剣
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
決
を
な
す
ぺ
き
も
の
ご
せ
ば
)
蛍
該
事
件
に
適
用
す
ぺ
き
法
規
若
く
は
右
特
定
外
図
の
一
切
、
、
の
法
律
令
』
指
す
も
の
さ
な
せ
る
事
買
は
則
ち
英
図
剣
例
が
質
問
瓦
上
反
致
理
論
争
是
認
せ
る
詮
様
で
あ
る
。
(
上
掲
七
七
一
頁
)
要
之
ダ
イ
ジ
ー
は
英
図
剣
例
上
凡
て
の
渉
外
的
私
治
関
係
に
就
き
其
の
準
採
法
が
外
因
法
な
る
さ
き
は
法
廷
地
法
た
る
場
合
を
除
き
蛍
該
外
因
裁
剣
所
が
其
の
事
件
に
遁
用
す
可
き
法
律
の
義
に
解
せ
ら
る
〉
が
故
に
伎
今
反
致
な
る
語
句
は
用
ひ
ら
れ
十
さ
も
反
致
理
論
は
英
図
裁
剣
上
明
に
是
認
せ
ら
れ
て
居
る
さ
な
す
の
で
あ
っ
て
氏
の
見
解
に
従
へ
ば
狭
義
の
反
致
の
み
な
ら
争
再
致
も
亦
英
図
裁
剣
所
よ
り
容
認
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
-
P
 
3
ヒ
λ
l
ト
氏
は
其
の
著
上
掲
図
際
私
法
序
ユ
一
一
回
ゴ
二
百
八
以
下
に
於
て
英
図
々
際
私
法
は
反
致
を
認
め
ま
る
旨
を
主
張
し
て
居
る
が
其
の
論
撲
を
列
間
帯
す
れ
ば
次
の
遮
り
で
あ
る
o
1
、
反
致
問
。
ロ
〈
O
一
な
る
語
は
通
常
制
限
反
致
ピ
E
Z
L
円
0
・5
F
5
2
2
を
意
味
す
る
に
用
ひ
ら
れ
る。
此
の
意
味
に
於
て
す
る
に
あ
ら
子
ん
ば
(
循
還
論
さ
な
る
が
故
に
)
其
の
適
用
は
質
際
上
不
能
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
英
国
裁
剣
所
が
反
致
含
是
認
せ
り
や
否
や
の
駄
に
関
す
る
論
争
に
就
い
て
は
右
の
黙
に
特
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
E
、
ダ
イ
ジ
イ
教
授
(
n
oロロ一巳
0
門
戸
p
g
w
H
)
・
立
。
)
は
若
干
の
剣
例
(
打
。
口
一
2
・〈
-EgNU
同
町
山
h
F
f
]
{
ロ
p
o
m
o
o
仕
え
H
Lの「
O
F
同
∞
ミ
)
に
於
て
英
図
裁
剣
所
が
(
恰
も
自
己
が
蛍
事
者
の
住
所
閣
の
裁
剣
所
た
る
か
の
如
く
剣
決
す
す
説
い
て
居
る
の
を
根
撲
さ
し
て
英
図
裁
剣
所
は
反
致
理
論
ヶ
是
認
せ
る
も
の
さ
主
張
し
て
居
る
が
、
右
の
言
葉
が
反
致
是
認
ケ
意
味
す
る
や
否
や
は
品
町
田
該
事
件
に
於
け
る
蛍
事
者
の
住
所
図
が
反
致
を
認
な
る
や
否
や
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
“
.
、
.
、
.
、
.
、
也
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
蓋
し
英
図
裁
剣
所
は
営
事
者
の
住
所
図
裁
剣
所
さ
同
一
の
解
決
を
さ
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
u
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
蛍
該
図
が
反
致
訟
是
認
せ
る
場
合
に
は
英
図
裁
剣
所
も
之
を
認
め
た
も
の
で
あ
b
然
ら
ぎ
る
場
合
は
こ
れ
ケ
否
認
し
た
誇
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
今
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
る
瓦
致
理
論
九
五
商
業
さ
経
湾
九
六
の
0
}
一
一
己
〈
・
月
一
gN
に
就
き
て
之
を
観
る
に
白
耳
義
法
は
蛍
該
事
件
の
準
採
漆
ざ
し
て
は
嘗
事
者
の
本
因
泌
を
選
哩
持
し
て
居
る
が
反
致
は
之
を
認
め
て
居
な
い
。
若
し
白
耳
義
治
に
し
て
反
致
理
論
を
肯
定
せ
る
も
の
ご
せ
ば
蛍
該
事
件
の
準
按
注
選
探
問
題
は
全
英
図
注
へ
送
致
せ
ら
れ
英
図
外
部
法
に
よ
り
白
耳
義
内
部
法
へ
反
致
き
る
〉
浮
で
あ
る
。
而
し
て
白
耳
義
内
部
法
に
披
る
ぺ
き
も
の
さ
せ
ば
問
題
の
遺
ι
一
一
回
全
日
は
無
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
の
泣
き
一
日
書
は
英
園
内
部
注
上
の
要
件
を
兵
ふ
る
の
故
を
以
て
有
殺
な
b
さ
剣
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
の
剣
決
は
或
は
英
図
裁
剣
所
が
反
致
に
従
っ
た
結
果
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
剣
決
文
の
明
示
す
る
庭
に
依
れ
ば
裁
剣
所
は
白
耳
義
裁
剣
所
の
な
す
可
か
り
し
さ
同
一
の
剣
決
を
下
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
英
国
裁
剣
所
は
「
剣
決
の
街
突
を
避
け
ん
が
結
局
め
に
白
耳
義
裁
剣
所
の
下
す
が
如
き
剣
決
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
玄
逃
ぺ
て
居
る
の
で
あ
白
耳
義
法
が
反
致
を
認
め
ざ
る
以
上
は
本
剣
例
を
根
燦
芭
し
て
英
図
裁
剣
所
が
反
致
る。を
是
認
せ
り
ご
な
す
を
得
ぎ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
事
は
F
F
o
m
g
r
o「
H
h
Q
O
W
に
就
い
て
も
同
断
で
あ
る
。
皿
、
ダ
イ
ジ
1
教
授
が
其
の
論
披
ご
せ
る
他
の
剣
例
F
B
吋
E
r
p
H∞
∞
刊
は
銃
剣
カ
円
g
y
p
a
mwg
の
原
理
に
依
b
説
明
す
る
を
以
て
蛍
を
得
た
も
の
ご
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
以
て
英
図
法
が
反
致
理
論
を
是
認
せ
る
詮
左
さ
な
す
可
き
で
は
な
い
。
蛍
該
事
件
に
於
い
て
tま
∞
巳
ユ
一
-
民
剣
事
は
其
の
問
題
に
付
き
裳
に
瑞
西
に
於
て
下
さ
れ
た
る
剣
決
に
拘
束
さ
れ
た
る
旨
を
明
一
一
一
目
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
阻
.
近
時
英
図
裁
剣
所
に
於
て
次
の
原
則
が
確
立
さ
れ
た
事
は
H
D
B
』
o
r
5
0
3
G
o
v
及
び
H
D
H
・0
出
0
4
m山♂
G
Q
O
の
二
剣
例
に
よ
っ
て
知
る
事
が
出
来
る
。
其
の
原
則
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
往
所
ナ
Y
モ
ノ
の
特
定
ノ
図
家
-
一
永
住
λ
ノV
ヨ
y
-ア
生
ス
Y
個
人
ト
厨
家
間
ノ
法
的
結
合
関
係
ナ
Y
カ
故
ニ
時
国
事
者
永
住
図
ノ
法
律
ニ
ジ
テ
砂
田
事
者
ノ
居
住
-
一
何
等
J
法
・
的
殺
来
ヲ
認
メ
ザ
Y
ト
今
ρ
其
ノ
図
ノ
法
枠
内
共
ノ
者
/
居
住
ヲ
根
披
ト
ジ
ア
ρ
其
ノ
者
ノ
土
従
-7
新
Y
居
住
川
住
所
関
係
ヲ
後
生
セ
ジ
ム
w
y
コ
ト
ナ
ク
設
事
者
川
英
J
出
生
-
一
依
Y
住
所
印
チ
原
始
住
所
仏
O
B一
色
。
町
三
m
Z
ヲ
保
有
司
A
Y
宅
ニ
何
等
ノ
支
配
穣
ヲ
有
λ
Y
ヲ
待
ズ
。
J
A
T
認
ム
ヘ
キ
ナ
リ
ノ
。
F
B
T
r
g
o
D
に
於
て
は
マ
ぺ
く
バ
l
デ
シ
に
移
っ
た
の
で
あ
る
が
、
狗
逸
訟
は
其
の
相
模
問
題
に
就
い
て
は
バ
I
デ
y
Y
タ
島
じ
原
始
住
所
含
有
し
た
る
ジ
ヨ
v
y
ン
嬢
は
永
住
す
に
於
け
る
居
住
関
係
を
顧
み
子
山
町
田
事
者
の
本
因
法
仁
披
ら
し
め
彼
女
の
バ
I
デ
y
居
住
に
英
国
々
際
忍
法
に
於
げ
ろ
反
致
担
論
九
七
商
業
さ
経
済
九
八
制
到
し
法
的
放
呆
を
生
悲
し
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
英
図
ぷ
剣
所
は
彼
女
の
住
所
は
バ
ー
デ
γ
に
あ
ら
ヂ
し
て
マ
Y
タ
島
に
在
b
さ
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
円
。
ロ
0
5切
に
在
b
て
は
偽
闘
に
永
住
し
此
の
地
に
於
て
死
巳
せ
る
英
図
人
は
偽
周
治
上
同
閣
の
住
所
宇
佐
附
奥
さ
れ
て
居
ら
な
か
っ
た
が
故
に
彼
は
共
の
原
始
住
所
地
た
る
英
図
に
住
所
を
有
し
従
て
其
の
作
成
せ
る
遺
言
書
の
解
蒋
並
に
其
の
遺
産
の
管
理
は
英
園
内
部
法
に
採
る
ぺ
き
も
の
さ
剣
一
不
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
事
件
の
剣
決
に
於
て
∞
三
口
円
。
ロ
何
色
可
剣
事
は
遺
言
者
は
偽
蘭
西
に
事
賃
上
の
住
所
を
有
し
た
る
も
法
律
上
の
住
所
を
有
せ
ぎ
b
し
旨
を
逃
ぺ
て
居
る
が
不
適
蛍
な
る
用
語
さ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
住
所
な
る
も
の
は
永
住
に
基
く
法
的
結
合
関
係
に
し
て
従
て
若
し
永
住
す
る
も
之
に
基
き
何
等
の
治
的
結
A
官
を
後
生
せ
ざ
る
ご
さ
は
住
所
な
る
も
の
は
成
立
せ
な
い
。
住
所
さ
は
法
的
の
も
の
に
限
る
か
ら
で
あ
る
。
v、
翻
じ
来
れ
ば
上
拐
の
諸
剣
例
中
古
円
。
』
o
r
g
O
H
H
を
除
レ
て
は
英
図
裁
剣
所
は
反
致
理
論
に
論
及
す
ら
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
F
R
』o
r
E
O
H
H
も
反
致
理
論
営
是
認
し
た
剣
決
で
は
な
い
事
は
同
事
件
に
於
て
3
2
0口
一
剣
事
ど
余
は
之
等
反
致
問
題
に
関
す
る
若
干
の
論
説
並
バ
I
Y
の
書
物
に
最
善
の
考
慮
を
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
本
件
の
剣
決
を
な
す
上
に
何
等
寄
奥
す
る
所
を
も
見
出
す
ケ
得
な
か
っ
た
。
余
の
推
断
す
る
所
に
よ
れ
ば
彼
等
は
現
買
の
訟
律
を
説
く
よ
り
は
、
法
律
争
ご
如
何
に
定
h
u
ぺ
き
や
の
結
に
関
す
る
各
自
の
見
解
を
カ
設
せ
る
様
に
思
は
れ
る
:
:
:
:
:
・
」
さ
迷
ぺ
て
居
る
に
徴
し
て
も
明
で
あ
る
。
要
之
、
ヒ
バ
1
ト
の
論
擦
は
従
来
反
致
論
者
が
反
致
含
認
め
た
る
英
図
裁
剣
例
ざ
し
て
列
奉
せ
る
も
の
は
共
の
結
果
よ
り
す
れ
ば
一
見
所
謁
制
限
反
致
に
基
け
る
剣
決
印
も
準
族
法
の
選
援
に
付
さ
英
国
外
部
法
は
之
を
特
定
の
他
国
法
全
部
に
設
致
せ
る
に
其
の
闘
の
外
部
法
は
之
を
英
国
内
部
法
に
送
致
す
る
が
故
に
英
圏
内
部
訟
を
以
て
其
の
準
按
法
さ
認
め
た
る
も
の
〉
如
く
で
あ
る
が
新
の
如
き
は
全
く
偶
然
の
暗
合
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
之
等
の
剣
決
は
例
或
は
剣
決
の
衝
突
を
遊
く
る
事
を
目
的
さ
し
て
関
係
国
の
裁
剣
所
の
な
す
べ
き
さ
同
一
の
裁
剣
を
な
し
例
或
は
同
一
事
件
に
付
き
他
図
に
於
て
既
に
下
3
れ
た
る
剣
決
を
写
室
し
付
或
は
蛍
事
者
の
住
所
地
如
何
の
問
題
に
謝
す
る
見
解
ケ
剣
示
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
之
等
の
剣
例
を
根
撲
さ
し
て
は
英
国
裁
剣
所
が
反
致
を
認
め
た
も
の
さ
な
す
を
得
な
い
ご
謂
ふ
に
在
る
。
4
、
の
ノ
エ
只
ト
レ
!
キ
ク
ヱ
ユ
ト
レ
1
キ
は
英
図
剣
例
上
反
致
理
論
は
明
に
是
認
せ
ら
れ
て
居
る
さ
な
す
の
で
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
如
何
な
る
事
項
に
付
き
て
反
致
理
論
は
是
認
せ
ら
英
図
々
際
私
法
に
於
げ
あ
瓦
致
迎
論
九
九
商
♂
業
さ
経
済
一O
O
れ
て
居
る
か
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
英
図
剣
例
上
反
致
理
論
の
趨
用
せ
ら
る
〉
事
項
の
箱
国
如
何
の
問
題
に
付
い
て
は
兵
の
所
設
必
宇
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
印
ち
I
、
氏
は
先
づ
反
致
を
是
認
せ
り
ざ
す
る
剣
例
同
)
0
出
。
ロ
ロ
ぬ
ぐ
m
H
-
ぐ
・
ロ
oロ
ロ
の
く
p
f
国
号
。
ぐ
-
Z
2
5
1
y
(リ。
]
]
{
O
H
]
〈
・
同
一
〈
p
u
f
吋「ぬ「
O
〈
-
m，「の円。
w
の円。
o
r
g】門日。ロ
〈
-
司
ロ
}
]
O
「u
H
L
ρ
ロ
O
C
ぐ
口
一
。
〈
・
〉
ロ
〔
日
0
3
0
♂
0
5
一O巧
川
昌
弘
〉
一
宮
丘
一
8
ぐ・(リ
m
H
ロ
o♂
問
。
出
吋
O
Jぐロ
'mmρ
ロ
ロ
「
ふ
問
。
戸
川
百
円
。
一
♂
出
円
。
B
q
ぐ
・
司
5
0
2
P♂
刀
o
叶
E
{
J
O
吋
F
同
0.『
o
r
z
・
ω
O
口、
問
。
出
Q
巧の
ω
に
付
き
説
明
を
加
へ
た
る
後
英
図
裁
剣
所
は
英
図
々
際
私
法
上
蛍
事
者
の
住
所
地
治
に
操
る
べ
き
場
合
に
於
て
同
共
の
住
所
地
た
る
外
闘
の
図
際
私
泌
が
斯
る
問
題
に
付
き
で
は
蛍
事
者
の
本
国
法
を
・
適
用
す
ぺ
き
旨
合
定
め
例
若
く
は
砂
田
該
外
岡
住
所
に
就
き
で
は
其
の
困
の
正
認
な
か
り
し
谷
川
め
其
の
住
所
を
以
て
剣
決
の
基
準
さ
な
す
伝
待
ゴ
る
さ
き
に
於
て
反
致
を
是
認
す
ご
説
い
て
居
る
つ
(JFω
己
件
。
、
〉
叶
「
g仲
目
的
。
。
ロ
句
.
H
・H
A
W
己H
丘
・
匂
-
u
∞)
右
の
文
ニ
一
一
回
に
従
へ
ば
兵
は
剣
例
上
反
致
の
認
め
ら
る
冶
は
蛍
事
者
の
住
所
地
法
に
擦
る
ぺ
き
場
合
の
み
に
閲
す
さ
な
し
て
居
る
様
に
見
え
る
が
、
氏
は
又
外
図
泌
に
送
致
す
る
旨
の
図
際
私
法
的
規
定
は
一
定
の
制
限
の
下
に
右
外
図
の
一
切
の
治
律
に
送
致
せ
る
も
の
さ
解
す
る
争
以
て
保
理
上
正
営
さ
す
ぺ
き
の
み
な
ら
子
宮
新
の
刻
主
は
亦
英
図
剣
例
上
認
め
ら
れ
た
る
見
解
な
り
さ
設
き
(
上
掲
七
版
三
入
頁
)
其
の
所
謂
一
切
の
法
律
に
詮
致
せ
る
も
の
さ
解
す
可
E
場
合
は
住
所
地
法
芯
し
て
送
致
せ
ら
る
〉
場
令
に
限
る
さ
な
し
て
居
な
い
。
加
之
氏
が
反
致
を
認
め
た
る
剣
例
ざ
し
て
列
暴
せ
る
も
の
冶
中
、
例
之
H
W
O
Fの門
O
W
の
如
き
は
正
確
に
言
は
い
v
住
所
地
法
ざ
し
て
の
反
致
を
是
認
せ
る
も
の
に
は
ゐ
ら
十
し
て
行
局
地
法
ご
し
て
の
反
致
を
認
め
た
る
も
の
な
る
事
は
氏
の
説
明
に
よ
っ
て
も
明
な
の
で
あ
る
。
(
上
掲
七
版
三
六
頁
会
照
)
此
の
故
に
氏
の
上
掲
の
断
定
は
(
反
致
問
題
の
最
も
多
く
窓
越
せ
ら
る
〉
場
合
た
る
)
住
所
地
注
ヘ
送
致
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
関
す
る
説
明
に
過
ぎ
十
さ
解
す
る
を
正
営
ざ
す
ぺ
く
而
も
住
所
地
法
ざ
し
て
の
送
致
以
外
に
於
て
、
如
何
な
る
場
合
に
付
き
反
致
が
是
認
せ
ら
る
¥
A
や
の
駄
に
関
し
て
は
氏
の
説
明
は
必
子
む
も
明
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
E
、
上
掲
七
版
三
入
百
八
三
九
百
〈
に
於
て
は
英
図
剣
例
上
反
致
を
是
認
せ
る
他
の
種
類
の
事
件
ざ
し
て
治
外
法
権
関
係
に
基
因
す
る
F
B
g
Z
ω
(
H
U
Q
ω
)
L
P
お
り
と
の
(HUHO)
の
雨
事
件
を
掲
げ
、
領
事
裁
一
剣
擦
の
行
は
る
〉
地
域
(
挨
及
)
に
在
る
英
国
人
の
所
有
不
動
産
に
関
し
て
は
英
困
裁
剣
所
は
、
物
の
所
在
地
治
よ
り
蛍
事
者
の
本
図
法
へ
の
反
致
を
是
認
し
て
居
る
芯
説
明
し
て
居
る
。
但
此
の
説
明
は
伊
豆
三
吾
氏
が
巧
2
F
r
o
-
ω
]出
S
R
E
0
2
5
Z
0
5
-
H
L
Z
-
第
七
版
後
行
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
る
瓦
致
理
論
O 
商
業
さ
経
済
O 
に
際
し
附
加
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
原
著
者
ク
エ
ス
ト
V
I
S
-
氏
自
身
の
な
し
た
る
も
の
で
は
な
い
つ京
ω己
己
内
O
が
叶
o
ち
ω自
の
助
力
を
受
け
自
ら
訂
正
を
加
へ
て
出
し
た
る
第
五
版
印
ち
一
九
一
二
年
版
は
勿
論
、
出
ο
再
三
岳
が
増
補
せ
る
第
六
版
印
ち
一
九
二
二
年
版
に
も
右
の
説
明
は
載
っ
て
居
な
い
の
で
あ
る
)
此
の
故
に
ク
ヱ
ス
ト
ν
ー
キ
が
上
掲
第
五
版
四
二
一
兵
(
第
七
版
三
入
頁
」
に
於
て
英
図
剣
例
上
、
外
図
法
に
送
致
す
る
旨
の
図
際
私
法
的
規
定
は
右
外
図
の
一
切
の
法
律
に
送
致
す
る
も
の
ご
解
せ
ら
れ
て
居
る
旨
を
逃
ぺ
て
居
る
に
徴
す
れ
ば
右
の
ニ
剣
例
は
ぺ
ン
ト
タ
イ
ツ
チ
の
主
張
す
る
如
き
草
に
領
事
裁
剣
の
場
合
の
み
に
関
す
る
特
例
三
解
す
る
を
以
て
ク
エ
ス
ト
レ
I
キ
の
精
神
に
遁
令
す
ぺ
き
や
賂
た
又
一
般
的
に
所
在
地
法
よ
り
本
図
法
へ
の
反
致
を
認
む
る
趣
旨
の
剣
例
さ
な
す
を
以
て
ク
エ
只
ト
V
1
キ
の
主
張
に
人
口
す
可
き
や
は
比
一
一
か
疑
は
し
く
戚
性
ら
る
K
A
の
で
あ
る
。
町
.
上
掲
第
七
版
三
九
百
(
(
第
六
版
三
入
百
八
三
九
百
八
)
は
反
致
問
題
に
閲
す
る
他
の
剣
例
。
5
5
D守
吋
「
ロ
ω
門
の
0
・
ぐ
・
白
山
口
口
々
m
w
c
-
(
G
3
M
M内
・
出
・
勺
-go)
を
記
載
し
て
居
る
。
本
件
に
於
て
は
振
出
地
米
閥
、
支
梯
地
及
び
引
受
地
を
英
図
ご
す
る
結
局
替
手
形
を
米
国
の
手
形
商
人
が
貝
受
り
之
を
船
荷
設
券
三
共
に
英
図
に
在
る
引
受
人
に
送
付
し
、
引
受
人
は
其
手
形
金
額
を
満
期
日
に
支
撚
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
加
荷
詮
券
が
偽
造
に
し
て
何
等
の
積
荷
な
か
り
し
事
判
明
し
た
る
結
局
め
支
梯
人
が
右
手
形
は
般
荷
詮
券
の
異
質
な
る
事
を
俊
件
さ
せ
る
も
の
な
る
事
を
理
由
ざ
し
て
其
の
支
梯
ひ
た
る
手
形
金
額
の
返
還
訴
訟
ケ
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
度
米
図
裁
剣
所
に
出
訴
さ
れ
、
手
形
が
俊
件
付
の
も
の
な
り
や
否
や
は
英
図
法
の
定
な
る
所
に
よ
る
ぺ
き
も
の
さ
剣
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
後
更
に
英
図
裁
剣
所
此
の
事
件
は
に
も
出
訴
さ
る
、
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
英
国
裁
剣
所
は
本
件
手
形
が
俊
件
付
な
り
や
否
や
は
手
形
俊
例
3
2
2
0「
ロ
リ
仰
の
r
g
m
o
〉
♀
)
第
七
十
二
伎
の
定
む
る
所
に
よ
り
契
約
地
治
た
る
米
図
法
に
よ
る
ぺ
.
く
、
従
て
此
の
賂
に
関
す
る
前
述
米
図
裁
剣
所
の
解
秤
に
従
ひ
剣
決
ケ
下
し
た
の
で
あ
る
。
ペ
ン
ト
タ
イ
ツ
チ
氏
は
右
第
七
版
三
九
頁
に
於
て
此
の
事
件
の
内
容
を
説
明
し
た
る
後
左
の
趣
旨
の
語
句
を
附
加
し
本
件
が
必
・
ず
し
も
反
致
是
認
た
ら
ざ
る
所
以
を
暗
示
し
て
居
る。
則
も
臼
く
本
件
に
付
て
は
米
国
裁
剣
所
は
其
の
解
決
を
英
国
治
の
定
む
る
所
に
採
ら
し
め
た
る
が
故
に
英
図
裁
剣
所
は
此
の
英
図
法
へ
の
送
致
を
受
理
し
本
件
に
付
て
は
英
国
内
部
注
た
る
手
形
保
例
佐
越
用
す
る
を
要
し
た
る
も
の
さ
も
説
く
事
が
出
来
る
o
換
A
一
一
目
す
れ
ば
本
件
に
付
て
は
英
図
々
際
私
法
上
米
国
法
を
通
用
す
可
く
而
も
米
岡
注
は
之
を
英
図
治
仁
披
る
可
英
図
々
際
忍
法
に
於
げ
る
反
政
担
論
O 
商
業
芯
経
抑
制
一O
四
き
も
の
さ
な
す
が
故
に
英
図
裁
剣
所
は
此
の
米
閣
法
の
反
致
を
受
理
し
て
剣
決
を
な
し
た
る
も
の
さ
主
張
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
蛍
該
英
図
控
訴
院
に
於
い
て
剣
事
∞
の
2
5
3
「
氏
は
英
図
々
際
私
法
上
本
件
に
付
き
米
国
法
を
遁
用
す
べ
き
も
の
な
り
や
否
ゃ
に
闘
し
疑
惑
を
抱
い
た
の
で
あ
っ
て
、
た
い
γ
本
件
'
に
付
て
は
英
図
注
に
よ
る
も
米
図
法
に
従
ふ
も
結
果
じ
於
て
は
資
質
上
同
一
の
解
決
に
到
達
す
ぺ
き
が
故
じ
反
致
の
認
否
問
題
に
付
て
は
何
等
の
裁
断
を
下
す
事
な
〈
し
て
剣
決
を
な
し
た
の
で
あ
る
、♂
」。
要
之
、
ク
エ
ス
ト
レ
ー
キ
は
、
英
図
剣
例
は
砂
く
さ
も
蛍
事
者
の
住
所
地
法
に
採
る
ぺ
き
場
会
に
於
て
は
.
其
の
所
謂
住
所
地
法
さ
は
其
の
園
の
一
切
の
法
律
を
指
す
も
の
ご
解
せ
る
の
結
果
狭
義
の
反
致
の
み
な
ら
.
歩
再
致
を
も
認
め
て
居
る
さ
な
す
の
で
あ
る
o
而
し
て
氏
は
英
図
剣
例
上
反
致
営
是
認
せ
る
事
項
は
必
十
し
も
住
所
地
法
に
撲
る
可
き
場
合
の
み
に
限
る
ご
は
逃
ぺ
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
而
も
住
所
地
法
に
採
る
可
き
場
合
以
外
に
如
何
な
る
事
項
に
関
し
て
反
致
理
論
が
肯
定
せ
ら
る
〉
や
の
黙
に
付
て
は
兵
の
説
明
は
明
確
を
快
い
て
居
る
O
〔
未
完
い
